















































Case Studies of Attachment Restorer Program based on
”Receptacle of Affection Model”for children with Attachment Disorder,
Social Engagement Disorder or Developmental Disorders.




This paper reports case studies of attachment restorer program based on ”Receptacle of Affection
 
Model”for children with attachment disorder, social engagement disorder or developmental disorders.
It will be useful support model cases for chirdren and parents in school or family.Especialy,Autism
 
Spectrum Disorder and attachment disorder mixed cases is very difficult for support, so shows several
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グレクト系で男性関係も激しい。知能検査wisc-Ⅲで、言語理解
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護者には、できないと突っぱねることも、最初は難色を示しつ
つその要求にしぶしぶ応じるという対応も望ましくない。前者
は心理的な拒絶感を与えて更に関係を悪化させ、後者は応じた
ことのいい影響を生み出さず振り回された徒労感だけが残る。
まずキーパーソンが保護者の気持ちを認め、その気持ちはわ
かることを伝え、キーパーソンとのいい関係でできたことを想
起させて、これはできてたからと強調して、現在の嫌な気持ち
とすり替える、逸らす支援を試みる。それでは逸れない強い思
いがある場合は、それを認め、譲歩できる要求の最大限まで先
手を打って認めてしまい(徐々にしぶしぶは効果ない)、「こうい
う合意ができたことはよかった」「こういう点がよかった」とよ
かったことを強調して収める。今後の約束ができそうなことが
あれば、約束すると効果的だが、守れない約束は絶対しない。
約束が破られたと意識されると一層関係が悪化する。保護者か
ら、もうこの件は言わない等の約束の言明があるとそれはこだ
わりと意識され実行されることが多いので期待できる。
事例58：自閉傾向のある生徒と保護者対応→中学校CS事例
こだわりがあり自閉傾向のある中学校１年生男子。学校として
も万全の受け入れ体制で、居場所的時間を確保し、TT体制で個
別支援をし、学校での振り返りを担当教諭がした上で帰宅させ
ていた。問題なく数ヶ月が過ぎ、校務員と仲よくなった本人は、
虫が好きで、クモの死骸を見つけ、冗談で校務員がポケットに
入れる真似をし(以前にもバッタを食べるかとからかったこと
も。ただまじめな職員で虫が好きなので虫で遊んであげる意図
での冗談)、その後、死骸を踏みつぶした。休み時間ごとに、そ
の死骸にアリがたかった等の報告を校務員にしていたが、教員
との振り返りでもクモで遊んだという振り返りもした上で帰宅
させたのに、帰宅するや否や、家族に「クモを食べさせられよ
うとした」と訴えた。家族は、以前、小学校などで親身な対応
をしてもらえなかったという思いを持っていて、「うちの子だか
らそのような対応をした」と激怒、抗議。
本人は、虫の屍体をつぶしたりしたことを何か腑に落ちない
ものを感じつつ、アリがたかったりしていることを報告してい
るが、その思いを言えないまま、帰宅し、以前の出来事や嫌だ
った思いがフラッシュバックして、焦点化かつ歪められた曲解
的捉え方が衝動的に出てきてしまったと思われる。このように、
自閉傾向の強い本生徒には、単なる行動の振り返りではなく、
捉え方を確認し、どう思ったか、嫌に感じたことはなかったか
を振り返り、その捉え方に共感した後、その捉え方をそう考え
なくてもいいように焦点化したり曲解化しないように、認知を
逸らす・ずらす支援が必要である。こう思えばいいよねと思え
たらいいが、そこまでいかないときは、別のことに話題を移し、
そこに焦点化しながら帰らないように心がける。何度も報告に
来ていることは、そこにこだわり、焦点化している証拠なので、
気にしているという言動がなくても、そういう行動に注意して
対応するべきである。本人がそこで自分の気持ちに気づいてい
ない時こそ、焦点化は過去のトラウマ的事実と重なると余計起
こりやすくなる。また、仲よくなり出した頃に、仲のよいもの
同士が行う冗談やからかいが理解できなかったり、どうしてそ
うするのかわからない出来事があったと思ってしまうとこのよ
うなことが起きやすいので、親しくなり始めた頃に注意が必要
である。橋渡し支援等で、どう捉えたかを担当教員は絶えず把
握する必要がある。心理的居場所の確保とそこから現実に帰っ
てくることを褒めることも大切。高圧的対応は追い詰めて逆上
させるだけで論外。 保護者も同じ自閉傾向と自己防衛がある
ので、まず、その思いに共感し、捉え方をしっかり確認して言
語化し、認めた上で(要求や行動には共感したり許諾しない＝で
きない約束をしてしまうとそれが余計次のハードル、盾になり
やすくなる)、それはそうとと話を替えて、認知を逸らす・ずら
す支援を使い、今後のできることを約束していくことが大切。
保護者の焦点化は、こどもの言動によりスイッチが入り、過去
のトラウマ的出来事の想起で増幅されるので、生徒がよくわか
らないまま自宅で報告しないための振り返りと特別なことがあ
った時は、本生徒ができごとと思いをどう捉えたかを家庭に伝
えることも大切。できませんとシャットアウトする対応は論外。
特別な対応に奇異感を感じる他の生徒には、それぞれの特別
扱いを強調することと世話役を担えていることを特に褒めるこ
とを忘れないのが大切。また、本人の特別扱いは、これから伸
びていく部分が遅いだけとの説明も効果的。
また、資料２に愛着障害の保護者へのアプローチを
まとめて示した。
資料2：愛着障害の場合の保護者へのアプローチ
１.お母さん自身が、こどもが懐かないとか、自分があまりか
まえていない等、きっかけになることを言わないのに突然、こ
ちらから言い出すことは避ける。
２.伝えるときは、学校園での活動でいいところを伝えた後で、
少しストレスを感じているのではないかと少し心配でもある程
度の言い方で伝える。
３.その際、こういうことを保育者にも求めてくるので、ある
いは、求めてこなくても、こういう対応をしていると落ち着い
てガンバってくれていますと、対応の成果を先に一緒に伝える。
４.その上で、おうちで、それに似た行動や寂しい様子等あり
ますか?と聞けそうだったら聞くという形がいい。
５.それでどうすればいいかとの相談があれば、こどもはこち
らが愛情をかけたつもりでも受け取れていなかったり、こども
がほしいときに愛情をあげられていなかったりするものなので、
こどもの受け止め方をしっかり見て、大げさに、愛情アピール
するといいですよ～時間ではなくインパクトですよ～と伝える
といい。
６.自己防衛故に意識的にマイナスの情報は聞かない、気にと
めないようにするのが想定されるが、それを指摘しても更に拒
絶的になるだけなので、プラスの面をそれを引き出す支援とセ
ットで伝えるようにして、そのモデル学習を期待する。
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⑥支援の引継ぎ
事例59：自閉傾向のある幼児への支援引継ぎ→保育士SV事例
年少児男児。１年間、アドバイスに基づき、支援保育士との関
係ができ、嫌なことがあるとしっかり抱っこされ泣いて機嫌が
治るようになった。しかし、まだ、こだわりが強く切り替えに
は支援の保育士との丁寧なやりとり等の時間がかかる。ことば
の発達、発音明瞭化も進んだ。このクラスに次年度、自閉傾向
があり多動の男児が入所予定。また、支援担当の保育士は１年
契約で次年度は変更の予定。どのように体制をとるといいか?
支援担当保育士との間に参照ポイントをたくさん作るのは年
齢的に難しいので、１つだけこれはできるねの確認と約束をし
ておく。また、引継ぎ式をできるだけできるようにし、本児の
目の前で、「任せました」と受け渡しができるといい。できない
時は、本児の行動パターンをメモとして「○○のときは△△し
やすい。その時□□すると比較的できる」という［状況・行動・
支援］の３点セットマニュアルを作成して引き継ぐ。また、担
任が残るなら、その点を担任にもしっかり共有しておき、２つ
の橋渡し役を担う(今度はこの先生だよという人間関係の橋渡
しとこういう時はこうしてましたという情報の橋渡し)。
３.終わりに
以上、分析したように、「愛情の器」モデルに基づく
愛着修復プログラムの効果は大きく、保育所・幼稚園
ではほぼ確実な成功率を示し、小学校低学年でもかな
りの高確率で支援は成功する。小学校高学年、中学校、
高校での支援は、やはり困難を伴うが、これは、愛着
形成の敏感期を逃したというものではなく、愛着形成
を妨げる他の不適切な学習をしすぎているため、その
学習を消去し、本人の意識・認知から引き剥がしする
のに時間がかかるためであり、愛着修復プログラムの
効果に時期はなく、遅すぎるということはないという、
揺るぎなき効果が実感されている。
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